
 

平成２５年に施行された「著作権の一部を改正する法律」により、国立国会図書館がデジタル化し

た資料のうち入手困難な資料が、当図書館で閲覧できるようになりました。 

平成２７年１月時点で約１３８万点の資料が利用できます。利用できる資料のタイトルは「国立国

会図書館デジタルコレクション」（http://dl.ndl.go.jp/）で見られますので、気になる資料を見つ

けた方は、ぜひ図書館へお越しください。  

●閲覧場所   中央図書館、長浦おかのうえ図書館の利用者用インターネット端末 

（１人１日１時間まで） 

●利用できる方 袖ケ浦市立図書館に利用登録のある方（申込には利用券が必要です） 

●複 写    著作権の範囲内で可。１枚１０円。（即日渡しの受付は１７時１５分まで） 

 

 
 

 

 

 

 
         

 
 

 

 

 

 

４月２３日（世界本の日・子ども読書の日）～５月１２日

は「こどもの読書週間」です。小さい時から本を読む楽しさ

を知っていることは、子どもが成長するために、とても大切

なことです。 
毎年、袖ケ浦市立図書館でも、「こどもの読書週間」の前後

に、イベントを行っています。今年度も、おすすめ図書リス

トの配布や展示に加えて、恒例のスタンプラリーを４月 1１

日（土）～5月２４日（日）まで期間を延長して行いました。

小学生までを対象に、児童書を返却する際に、１冊につき 

１つトショロのスタンプを押していき、スタンプを２０個集めるごとに手作りの記念品をプレゼン

トするものです。今回スタンプラリーに参加してくれた子どもは延べ９８１人、２０個に到達した

子どもは延べ４２５人でした。子どもが「いっぱい読んだよ～」と足早に返却カウンターに来て、

スタンプを押す姿はとても誇らしげで、頼もしく見えました。この機会に本の魅力が少しでも子ど

もたちに伝わったのであるなら、図書館員として幸いです。 

参加してくれたみなさん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館だより 
第３５号 平成２７年６月 １７日 

袖ケ浦市立中央図書館〒299-0262 袖ケ浦市坂戸市場１３９３番地２ ℡0438-63-4646 

 

今回の記念品は、図書館員と

社会教育推進お手製の“牛乳

パックで作ったカラフルな 

色めがね”でした♪ 

 

✍図書館ニュース  ◆国会図書館の資料が見られます 

http://dl.ndl.go.jp/


～中央図書館の展示コーナーを紹介～ 
  
 

中央図書館では、２か月に１度、入口横のガラスケース内で、図書館所蔵資料の中から、 

ある特定のテーマのものを取り上げた展示を行っています。ふだん目にふれにくい資料を紹介する

ことで､読書に対する興味を深めてもらうことが目的です。 

 

 

急速な都市化により失われつつある千葉県内や袖ケ浦市内の昔話や伝承を、図版・解説パネルと

図書館が所蔵する妖怪関係書籍等の展示によって、「妖怪伝説」という側面から紹介しています。 

【予告】８月～９月の展示 （仮）『戦争と復興－戦争７０年の軌跡―』  
 

 

 
 

市内の図書館・図書室では、平成２６年１１月に全館一斉に休館し、電算システムの更新に合わせ

蔵書点検を行いました。これは、図書館にある全ての資料があるべきところにあるか、１冊１冊バー

コードを読み込んで所在を確認する作業です。皆様にはご不便をおかけしましたが、無事に作業を終

えることができました。 

全館合わせて約７０万５千冊の資料の所在確認を行った結果は以下のとおりです。 
 

 不明資料点数（各年度３月３１日現在） 

 平成２６年度 平成２５年度 平成２４年度 

中央図書館 114 ２０４ ２３７ 

長浦おかのうえ図書館 53 １３７ １２０ 

平川図書館 22  ２９ ８１ 

根形図書室 0   ０ １６ 

平岡図書室 0   ９  １ 

合計 １８９ ３７９ ４５５ 

 

図書館では、貸出処理を経ずに持ち出される不明本が残念ながら存在するため、平成２６年７月に、

館内に防犯カメラを設置しました。その効果もあり、昨年度に比べると半減したものの、やはりゼロ

にはなりません。引き続き、配架作業や書架整理をはじめとするフロアーワークの徹底と、ポスター

掲示等によるモラル向上を呼びかけるなど今後も一層の不明資料の防止策に努めてまいります。 

図書館の本は、たくさんの方に利用してもらうための大切な財産です。この財産を有効に利用でき

るよう図書館員も資料の管理に努めていきますので、利用者の皆さまのご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トショロの図書館探訪 

図書館イメージキャラクターの

「トショロ」です。もう覚えてく

れたかな？これから私も図書館

に関するさまざまなことを 

フィーチャーしていきます。 

こうご期待！！ 

 

今月のテーマは、「もののけ伝説 －カッパとテング－』 

 

蔵書点検結果を報告します 



 
図書館員おすすめ！ 雨の日に読みたい１冊 
 

 

        

  

「あめのひ」  絵 本 

ユリー・シュルヴィッツ／作・画  矢川澄子／訳  

福音館書店  

◆請求記号 Ｅシ（中央・長浦・平川・平岡で所蔵） 

部屋の中で女の子とねこが雨に気づきます。町

に降る雨はどこに行くのでしょう。野山に降る雨

はやがて海へ。雨あがりの水たまりでみずあびを

する小鳥や裸足の子どもたち。すぐれた絵で自然

に恵みをもたらす雨の旅が描かれています。池の

かえるや最後のページの女の子の表情から作者の

優しい視点が感じられる作品です。 

 

「この雨が上がる頃」  小 説 

大門 剛明／著  光文社 

◆請求記号 913.6ダイ（中央・長浦・平川で所蔵） 

雨にまつわる７篇からなる推理短篇集です。 

どのお話も雨とともに不可解な事件が起こり、 

雨が上がる頃に解決しますが、その結末はさま

ざま。驚く話、悲しい話、感動する話、どの作

品にもそれぞれに予想外の展開があり、そこに

雨の風情が加わり、時が経つのを忘れて引き込

まれます。 

 

「園芸家１２カ月」  園芸書 

カレル・チャペック／著  中公文庫  

◆請求記号 B620 チ（中央・長浦で所蔵） 

チェコが生んだ著名な作家カレル・チャペック

の挿絵がついた楽しい園芸書。自分の丹精した庭

に、お天道様が恵みの雨を降らせてくれる感謝の

言葉が表現力豊かに描かれています。こよなく庭

と園芸を愛した彼は、読む人の心も耕して、きっ

と緑豊かな心持ちにしてくれるでしょう。 

「コブタが、ぜんぜん、水にかこまれるおはなし」 

「コブタと大こうずい」  児童書 

「クマのプーさん」「クマのプーさん全集」などに所収 

Ａ.Ａ.ミルン／作  Ｅ.Ｈ.シェパード／絵 

石井 桃子／訳  岩波書店  

◆請求記号 ９３ミ（全館所蔵） 

雨が降り続き、コブタの家まで水が上がってき

ました。コブタは慌てて、SOS の手紙を瓶に詰

めて流します。それをみつけたプーとクリストフ

ァー・ロビンは、さっそく救助に向かおうとしま

すが…。アニメでおなじみ「くまのプーさん」で

すが、意外と原作を読んだ人は少ないのでは？こ

の機会にぜひ手に取ってみてください。  

 

「イイダ傘店のデザイン」 写真集 

飯田 純久／著  パイインターナショナル 

◆請求記号 589イ （長浦で所蔵） 

１本１本受注生産で作られる傘が人気のイイダ傘

店。この本では、カラフルな日傘、雨傘のコレク

ションを、工場取材や日々のスケッチなども交え

つつ、たくさんの写真で紹介しています。布地の

美しさはもとより、手元、ツユサキ、陣軸などの

細部にまでこだわった傘は、見ているだけでワク

ワクさせてくれます。 

 

「東京湾景」  小 説 

吉田修一／著  新潮社  

◆請求記号 913.6ヨシ（中央・長浦・平川で所蔵） 

 雨の日はなんとなく気分が落ち込んだり、つい物

思いにふけってしまいがち。ある心理学者の研究に

よると、“雨と心”には深い結びつきがあるとのこ

と。美しい東京湾景を舞台に光と闇、冷静と情熱の

コントラスト、そして男女の心理も繊細に描いた芥

川賞受賞作家が紡いだラブストーリー。ラストシー

ンは思わず微笑んでしまうような静かな余韻が残

る、後味のよい作品です。 

 

「雨の日は森へ」照葉樹林の奇怪な生き物  エッセイ 

盛口 満／著  八坂書房  ◆請求記号 653モ（中央・長浦で所蔵） 

館山市出身、現在は沖縄の大学で教えている植物生態学者。どんぐりを食べてみたり、同好の士と「い

い石」（※もちろんめくると虫がたくさんいる石）について語り合う日常を描く科学エッセイ。夜の森に

光るキノコ、冬虫夏草など暗く湿った照葉樹林とそこに生きる命の不思議。 

梅雨に煙る森を見ながら読みたい本です。 

 



 

 

 

 

 

今 年で２回目を迎える「夏のトショロ月間」。  

子どもたちが図書館に親しみ、図書館を学びの場として活用してもらうこ

とを目的に、夏休み期間中の約１ケ月にわたり、子どもたちの知的好奇心を

刺激するようなイベントを開催します。期間中は、おはなし会などの定例の

催しに加え、普段はやらないような楽しいイベントが目白押し！親子で実験

や工作をして思い出に残る夏休みにしましょう。  

～「夏のトショロ月間」で開催予定のイベントを紹介～   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★  

☆開館時間 中央・長浦おかのうえ・平川図書館 午前９時３０分から午後７時まで（４月～９月） 

根形・平岡公民館図書室      午前９時３０分から午後５時まで（通年） 

☆図書館の休館日                             

６月の休館日 １日（月）、８日（月）、１５日（月）、２２日（月）、２９日（月）、３０日（火） 

７月の休館日 ６日（月）、１３日（月）、２７日（月）、３１日（金） 

８月の休館日 ３日（月）、１０日（月）、１７日（月）、２４日（月）、２８日（金）、３１日（月） 

         ★長浦おかのうえ図書館 

なつやすみとしょかんであそぼう 
 （「むかしむかしの会」・袖ヶ浦高校と共催） 

７月３０日(木) １０時３０分～１５時 

◎袖ヶ浦高校生徒による読み聞かせ、 

わらべうたあそび、簡単な工作、大型絵本の読

み聞かせなど(予約不要) 

★長浦公民館調理室 

カラフルべっこうあめ作り  

８月６日（木）１３時３０分～ 

対象：小学生（小学１～３年生は保護者同伴） 

【要申込】◎講師：井上 勝さん 

◎ジュースで色をつけた 

かわいくておいしいべっこう飴 

を作ります。 

 

子ども寄席  【要申込】 ★中央図書館 

７月２８日（火）１４時～１５時 

対象：小学生以上 ※大人だけでも参加できます。 

◎市内の落語同好会による、子どもから楽しめ

る落語です。 

 

 

 

★この他にも、ちょっぴりこわいおはなし会（中央図書館）、ケーキの小ものい
れを作ろう！（中央図書館）、書庫探検(中央図書館)、袖高とコラボ！夏休み子

ども映画会（中央・長浦・平川）など楽しいイベントを予定しています。詳しく
は館内のチラシ・ポスター、袖ケ浦市立図書館のホームページをご覧ください。 
 
 
 

紙花教室          ★平川図書館 

 ８月９日（日）１４時～１６時 

対象:小学生以上（小学1～3年生は保護者同伴） 

◎講師：神田 一彦さん 

◎折り紙とストローで 

可愛いひまわりの花を 

作ります。 

袖高とコラボ！ 

井上博士の理科教室 

７月１８日（土）～８月２０日（木）  

【予告】第２回 夏のトショロ月間開催！ 
 

〈図書館ＨＰ http://lib.sodegaura.ed.jp/ 〉 

 

図書館・図書室の開館

日   

http://lib.sodegaura.ed.jp/


 


